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目的：摂食嚥下障害が疑われる要介護高齢者のアセ
スメントに際し，認知機能低下により一般の評価法
では情報が十分に獲得できないことが多い。特に，
食べることを本人がどのように思っているのか（自
己認識），摂食嚥下機能低下に対する対処能力に関
わる情報は余りに少なく，これらを包含する評価法
はまだほとんど存在しない。

本研究は摂食嚥下障害の評価にとどまらず，本人
が自身の機能をどのように認知し，対処法を選択す
るかといった，自己認識や対処能力を含めた包括的
な摂食嚥下機能評価質問紙の開発を目的とした。

第１段階として，自由記述法に基づいた因子の検
討と質問項目の作成を試みた。
方法：質問紙作成に向け，自己認識や対処能力とい
う主観的な事柄を抽出するために，自由記述式の一
次調査を実施した。対象者は地域歯科医療機関に外
来通院する６５歳以上の健康高齢者１０７名（男性３４
名，女性７３名，平均年齢７３．１歳）とした。得られた
回答を KJ 法に基づき，複数の専門家により内容の
類型化を行い，抽出を試みた。
結果：予備調査で得られた自由記述内容を，KJ 法

にて類型化を行った結果，次の５つのカテゴリーを
抽出した。

① 食事に対する満足度
② 食事に対する希望・ポリシー
③ 食べる能力についての意識・自覚
④ 食べる能力の経年的な変化の自覚
⑤ 食事にむけての日常的な取り組み

それぞれのカテゴリーに対して質問項目を作成し，
７４項目からなる質問紙原案とした。
考察：本調査で，健康高齢者自身の食べることへの
自己認識，満足度，対処能力について，主観的な思
いを獲得できた。カテゴリー別では，食事に対する
満足度，食べる能力についての意識・自覚，食事に
むけた日常的な取り組みに関わる記述が多かった。
全対象者の日常生活は食事を含め自立しているが，
多くは食べることを楽しみとし，健康の根幹として
とらえ，食べる機能をポジティブに意識して活性化
していると推測した。作成した質問項目には従来の
質問紙と同様の項目が一部存在するが，今後調査を
進め，分析・検証する予定である。

目的：東京歯科大学歯科矯正学講座の卒後研修課程
は，昭和５０年に発足し本年３月末日現在３５５名が修
了している。これは，矯正歯科専門医養成を目的と
し，認定医の取得に向けた歯科矯正治療に関する基
本的な診断治療・評価法を習得する３年間のカリ
キュラムが組まれている。特に臨床技能に関して
は，第一期治療での Functional appliance および顎
外固定装置，第二期治療（外科的矯正治療を含む）
での Edgewise 装置の習得を中心に治療および管理
を行っている。また，症例は，顎変形症，唇顎口蓋
裂，各種症候群，歯周疾患，顎関節症を伴う症例も
含まれている。さらに研修修了に際しては，研究論
文１編と治療例４症例，保定２年以上の１症例の報
告が義務付けられている。そこで，本年３月に本講
座の卒後研修課程を修了した４３期生６名が提出した
治療例２４例について報告する。

症例：資料は，本年度の卒後研修課程修了６名が提
出した治療症例２４例の治療前，治療後の模型，エッ
クス線写真，顔面写真および口腔内写真である。症
例は抜歯症例１０例，非抜歯症例１４例，外科的矯正治
療９例（うち抜歯症例が２例）であった。内訳とし
て Angle 分類はⅠ級が１０例，Ⅱ級が３例，Ⅲ級が
１１例であった。また性別は男性１２例，女性１２例で
あった。動的治療期間は，１年６か月～２年５か月
であった。
結果および考察：評 価 法 は，Gottlieb’s Grading
Analysis を用い，全２４症例について治療に対する
自己評価を行った結果，Good が２１例，Satisfactory
が３例と判定された。これらの治療過程を経験する
ことにより本研修課程の臨床研修では，本格矯正治
療に必要な基本的な知識と技術が習得できたと考え
られる。
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